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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 61,422 4.1 3,874 68.1 4,231 79.1 2,877 74.9

26年３月期第２四半期 58,990 4.3 2,304 48.0 2,363 44.9 1,644 143.2
(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 2,911百万円( 20.1％) 26年３月期第２四半期 2,424百万円( 224.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 28.56 ―

26年３月期第２四半期 16.32 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 131,304 85,891 65.4

26年３月期 129,690 84,011 64.8
(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 85,891百万円 26年３月期 84,011百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 4.00 ― 6.00 10.00

27年３月期 ― 5.00

27年３月期(予想) ― 5.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 122,000 0.9 7,000 8.5 7,000 6.9 4,700 2.0 46.65
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、【添付資料】４ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成
に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、【添付資料】４ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の
見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 100,800,000株 26年３月期 100,800,000株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 53,200株 26年３月期 50,696株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 100,747,635株 26年３月期２Ｑ 100,751,542株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「１.当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢

の改善が進んだものの、消費税率の引上げ等の影響により個人消費が著しく落ち込むなど、回復基調に足踏みが見ら

れました。

　鉄鋼業界は、国内需要が堅調でありましたが、アジア地域の需給緩和や新興国経済の停滞が続いており、依然とし

て先行き不透明なまま推移しました。

このような状況下で当社グループは、各事業において拡販に努めるとともに、全社的なコスト低減と生産効率の改

善に注力してまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。

　第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

売上高 614億22百万円（前年同期比 4.1％増）

営業利益 38億74百万円（前年同期比 68.1％増）

経常利益 42億31百万円（前年同期比 79.1％増）

四半期純利益 28億77百万円（前年同期比 74.9％増）

セグメントの業績は次のとおりです。

①鋼板関連事業

売上高 448億２百万円（前年同期比 4.1％増）

営業利益 20億54百万円（前年同期比 113.1％増）

<缶用材料>

缶用材料は、缶コーヒーの販売不振の影響を受けて主力の飲料缶材の販売数量が減少し、そのほかの容器向けも販

売数量が減少したため、前年同期に比べ減収となりました。

<電気・電子部品向け>

電気・電子部品向けは、車載用電池用途で販売数量が増加したことに加え、民生用電池用途の販売数量が回復した

ことにより、前年同期に比べ増収となりました。

<自動車・産業機械部品向け>

自動車・産業機械部品向けは、ベアリングシール用途やガスケット用途の販売数量が増加したほか、その他の新規

受注もあり、前年同期に比べ増収となりました。

<建築・家電向け>

建築・家電向けは、拡販の成果によりユニットバス向け内装材の販売数量が増加したほか、建築用外装材の需要が

堅調に推移したことにより、前年同期に比べ増収となりました。

以上の結果、鋼板関連事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。

②機能材料関連事業

売上高 135億５百万円（前年同期比 1.6％増）

営業利益 14億40百万円（前年同期比 36.8％増）

＜磁気ディスク用アルミ基板>

磁気ディスク用アルミ基板は、品質要求の厳しい製品の生産比率が高くなり、歩留まりおよび生産性が低下したこ

とで販売数量は減少しましたが、為替の影響もあり、前年同期に比べ増収となりました。

＜光学用機能フィルム＞

光学用機能フィルムは、フラットパネルディスプレイ関連の市場において機能優位性を認められ着実に浸透したこ

とにより、前年同期に比べ増収となりました。

以上の結果、機能材料関連事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。
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③その他事業

売上高 44億44百万円（前年同期比 14.5%増）

営業利益 ３億71百万円（前年同期比 33.8%増）

<梱包資材用帯鋼、機械器具、硬質合金>

梱包資材用帯鋼は、需要が堅調に推移したことにより、前年同期に比べ増収となりました。

コイル結束装置などの機械器具は、装置本体と装置部品ともに販売数量が増加したことにより、前年同期に比べ増

収となりました。

硬質合金は、射出成形機部品とプラスチック金型ともに販売数量が増加したことにより、前年同期に比べ増収とな

りました。

以上の結果、その他事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。

なお、各セグメントの売上高、営業利益はセグメント間の取引による金額を含んでおります。

　また、当第２四半期連結累計期間における持分法適用関連会社の増加は、次のとおりです。

　・増加（１社）

TOSYALI TOYO CELIK ANONIM SIRKETI

（２）財政状態に関する説明

総資産は、前連結会計年度末に比べ16億13百万円増加して、1,313億４百万円となりました。このうち流動資産は、

現金及び預金が減少したものの、たな卸資産が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ７億95百万円増加し

ました。固定資産は、有形固定資産が減少したものの、投資その他の資産が増加したこと等により、前連結会計年度

末に比べ８億18百万円増加しました。

負債は、未払法人税等が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ２億65百万円減少して454億13百万円とな

りました。

純資産は、前連結会計年度末に比べ18億79百万円増加して、858億91百万円となりました。これは利益剰余金が増加

したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成26年５月13日に公表いたしました業績予想から変更あり

ません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び

「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指

針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半

期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間

定額基準から給付算定式基準へ変更しております。割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近似

した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引

率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

なお、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金に与える影響額並びに、当第２四半

期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,838 21,173

受取手形及び売掛金 23,337 23,837

たな卸資産 23,839 25,735

その他 4,384 4,284

貸倒引当金 △411 △247

流動資産合計 73,988 74,783

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,444 16,038

機械装置及び運搬具（純額） 16,024 15,148

土地 11,827 11,800

建設仮勘定 1,696 2,954

その他（純額） 1,473 1,312

有形固定資産合計 47,467 47,255

無形固定資産 624 613

投資その他の資産

投資有価証券 4,374 5,977

その他 3,246 2,684

貸倒引当金 △11 △9

投資その他の資産合計 7,610 8,652

固定資産合計 55,702 56,520

資産合計 129,690 131,304
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 12,333 12,352

短期借入金 16,184 14,759

未払法人税等 1,893 1,334

役員賞与引当金 60 -

その他 5,413 5,527

流動負債合計 35,884 33,974

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 - 1,200

役員退職慰労引当金 41 30

PCB対策引当金 212 67

退職給付に係る負債 2,551 3,336

その他 1,988 1,803

固定負債合計 9,794 11,438

負債合計 45,678 45,413

純資産の部

株主資本

資本金 5,040 5,040

資本剰余金 6 6

利益剰余金 78,788 80,616

自己株式 △21 △23

株主資本合計 83,813 85,640

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 849 919

繰延ヘッジ損益 - △12

為替換算調整勘定 △438 △472

退職給付に係る調整累計額 △213 △185

その他の包括利益累計額合計 197 250

純資産合計 84,011 85,891

負債純資産合計 129,690 131,304
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 58,990 61,422

売上原価 51,247 51,885

売上総利益 7,742 9,536

販売費及び一般管理費 5,438 5,662

営業利益 2,304 3,874

営業外収益

受取利息 17 27

受取配当金 75 86

為替差益 45 274

受取賃貸料 83 66

その他 63 174

営業外収益合計 285 630

営業外費用

支払利息 93 91

持分法による投資損失 - 46

弁護士費用等 71 -

その他 61 135

営業外費用合計 227 273

経常利益 2,363 4,231

特別利益

負ののれん発生益 230 -

特別利益合計 230 -

特別損失

関係会社出資金評価損 87 -

関係会社貸倒引当金繰入額 63 -

特別損失合計 151 -

税金等調整前四半期純利益 2,441 4,231

法人税等 914 1,353

少数株主損益調整前四半期純利益 1,527 2,877

少数株主損失（△） △116 -

四半期純利益 1,644 2,877
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(四半期連結包括利益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,527 2,877

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 435 70

繰延ヘッジ損益 - △12

為替換算調整勘定 461 △52

退職給付に係る調整額 - 28

その他の包括利益合計 896 33

四半期包括利益 2,424 2,911

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,290 2,911

少数株主に係る四半期包括利益 134 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鋼板関連事業

機能材料
関連事業

その他事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 41,924 13,288 3,777 58,990 ― 58,990

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,121 ― 102 1,223 △1,223 ―

計 43,046 13,288 3,880 60,214 △1,223 58,990

セグメント利益 963 1,052 277 2,294 10 2,304

(注) １. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鋼板関連事業

機能材料
関連事業

その他事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 43,614 13,505 4,301 61,422 ― 61,422

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,187 ― 142 1,330 △1,330 ―

計 44,802 13,505 4,444 62,752 △1,330 61,422

セグメント利益 2,054 1,440 371 3,866 8 3,874

(注) １. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

（１）海外売上高

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

アジア その他の地域 合計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 12,949 1,374 14,324

Ⅱ 連結売上高(百万円) 58,990

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

22.0 2.3 24.3

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

(1)アジア……中国、シンガポール

(2)その他の地域……米国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

アジア その他の地域 合計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 13,954 1,741 15,695

Ⅱ 連結売上高(百万円) 61,422

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

22.7 2.8 25.6

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

(1)アジア……中国、シンガポール

(2)その他の地域……米国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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